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リサーチ用語 偵団 1

サンプルサイズ（標本サイズ、標本の大きさ）とサン
プル数（標本数）、この2つの用語を区別して使ってい
ますか？

調査の現場では、どうやら両者がしばしば混同して
使われているようです。標本調査の理論によると、サン
プルサイズをサンプル数と呼ぶのは誤用となります（*1）。

例えば、あるマウスの母集団から無作為に100 匹
のマウスを取り出し、1回だけ調査をしたとしましょ
う。この100 匹をサンプルサイズといいます。また、
再現性を確認するために、この調査を3 回行なったと
しましょう。この結果、サンプルサイズ100のデータ
が3 組得られました。このような場合を「サンプル数
3、それぞれのサンプルサイズ100の調査」といいま
す。

実際には対象者の人数のことを「サンプル数」と呼
んでいることが多いかも知れませんが、厳密にはこの
ように表現するべきものであることを知っておきま
しょう。

調査設計書や集計表に標本（サンプル）のサイズを
記載する時に「N=」か「n=」かで迷うことがありませ
んか？

「N」と「n」はどちらも集団内の構成要素（人、モノ）
がいくつあるかの（大きさ）を表すものですが、実は「N」
は母集団のサイズ、「n」は標本（サンプル）のサイズを
表すこととして、統計学では規定されています。例え
ば、以下の平均値の標準誤差を計算する式をご覧くだ
さい。標準誤差は「N」と「n」の両方を使って計算します。

つまり、「N」と「n」は違うものを意味しているという
ことがこの式からおわかりいただけると思います。
マーケティング・リサーチでは母集団全体を調査する
ことは、まれだと思います。ですから、ほとんどの調査
の場合、「n」で表記するのではないかと思います。もし

「N」と表記されている集計表等がありましたら、母集
団全体の意味なのかどうかを確認するとよいでしょう。
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